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一
、
は
じ
め
に
　
研
究
の
動
機

　

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
七
月
一
六
日
、
日
蓮
聖
人
は
得
宗

被
官・

宿
屋
光
則
を
仲
介
と
し
て
、
鎌
倉
幕
府
の
前
執
権・

北

条
時
頼
に
『
立
正
安
国
論
』
を
進
覧
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
日
蓮

聖
人
の
生
涯
に
お
け
る
諫
暁
活
動
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
当
時

の
人
々
が
正
し
き
仏
法
に
背
き
、
悪
法
や
邪
法
に
帰
依
し
た
結

果
、
人
災
や
天
災
が
相
次
い
で
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日

蓮
聖
人
は
そ
の
惨
状
を
一
刻
も
早
く
解
決
す
る
た
め
に
、
誤
っ

た
信
仰
を
捨
て
て
、
速
や
か
に
実
大
乗
た
る
『
法
華
経
』
を
信

仰
す
る
よ
う
に
勧
奨
し
た
行
動
が
、『
立
正
安
国
論
』
の
進
覧
で

あ
る
。

　

文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
執
筆
さ
れ
た
『
安
国
論
奥
書
』

に
は
、「
去ﾝ ル

見ﾝ テｲ

正
嘉
元
年
太
歳

丁
巳
八
月
廿
三
日
戌
亥
之
尅ﾝ ノ

大
地
震ﾝ ヺｱ

勘ﾝ フﾚ

之ﾝ ヺ（
１
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
立
正
安
国
論
』
執
筆
の
直
接
的

な
動
機
は
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
八
月
二
三
日
の
深
夜
に

鎌
倉
を
襲
っ
た
大
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

筆
者
は
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
一
一
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
を
、
福
島
県
の
実
家
で
体
験
し
た
。
建
物

が
倒
壊
し
、
地
面
が
割
り
裂
け
る
状
況
を
目
前
に
し
て
、『
立
正

安
国
論
』
の
冒
頭
の
一
節
「
旅
客
来ﾝ リ
テ嘆ﾝ テ

曰ﾝ ク　

自ｲ

近
年ｱ

至ﾝ ル
マ
テ

ｲ

近

日ﾝ ニｱ

天
変
地
夭
飢
饉
疫
癘　

遍ﾝ ク

満ﾝ チｲ

天
下ﾝ ニｱ　

広ﾝ ク

迸は
び
こ

ﾝ

　
ル

ｲ

地
上ﾝ ニｱ

。
牛

馬
斃ﾝ レﾚ

巷ﾝ ニ

骸
骨
充ﾝ テ
リ

ﾚ

路ﾝ ニ

。
招ﾝ クﾚ

死ﾝ ヲ

之
輩
既ﾝ ニ

超ﾝ エｲ

大
半ﾝ ニｱ　

不ﾝ ル
ノ

ﾚ

悲ﾝ マﾚ

之ﾝ ヲ

族

敢ﾝ テ

無ﾝ シｲ

一
人ﾝ モｱ

。（
２
）」

を
思
い
浮
か
べ
た
。
そ
し
て
日
蓮
聖
人
の
国
家

観
や
災
害
観
、
あ
る
い
は
正
法
観
を
学
び
た
い
と
の
願
い
に
至

り
、『
立
正
安
国
論
』
を
中
心
と
す
る
研
究
を
志
し
た
。

　
『
立
正
安
国
論
』
の
歴
史
を
見
る
に
、
日
蓮
聖
人
滅
後
の
教
団

史・
教
学
史
、
と
り
わ
け
明
治
期
以
降
に
お
い
て
は
、
日
蓮
聖

人
門
下
の
認
識
や
理
解
に
よ
っ
て
、
特
別
な
「
時
代
性
」
や
「
思

想
性
」、
さ
ら
に
は
「
規
範
性
」
を
持
ち
、
他
の
著
述
や
思
想
と

近
現
代
の
日
蓮
宗
教
学
史
に
み
る
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
の
検
討

矢　
　
　

吹　
　
　

康　
　
　

英
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有
機
的
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、

種
々
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
ま
た
多
面
的
に
利
用
さ
れ
て
き

た
。
た
と
え
ば
、
近
現
代
に
お
け
る
事
例
と
し
て
、
大
正
一
一

年
（
一
九
二
一
）
に
は
大
正
天
皇
か
ら
日
蓮
聖
人
に
「
立
正
大

師
」
諡
号
が
、
ま
た
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
昭
和
天
皇

か
ら
「
立
正
」
勅
額
が
降
賜
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
出
来
事
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
門
下
は
『
立
正
安
国
論
』

こ
そ
が
日
蓮
聖
人
の
思
想
や
教
学
の
根
幹
で
あ
る
と
意
義
づ
け
、

ま
た
『
立
正
安
国
論
』
を
執
筆・
進
覧
し
た
日
蓮
聖
人
を
、「
国

主
法
従
」
の
立
場
の
宗
教
者
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
は
、

『
立
正
安
国
論
』
を
利
用
し
て
、
時
代
相
応
の
日
蓮
聖
人
像
を
確

立
さ
せ
、
同
時
に
、
社
会
思
想
の
中
心
が
国
体
主
義
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
代
表
格
と
も
い
え
る
『
立
正
安

国
論
』
が
読
み
換
え
ら
れ
て
時
代
相
応
の
解
釈
を
さ
れ
た
こ
と

の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
る
。

　

さ
ら
に
『
立
正
安
国
論
』
は
、
日
蓮
聖
人
の
著
述
の
「
三
大

部
」 ・ 「
五
大
部
」
の
ひ
と
つ
に
も
か
ぞ
え
ら
れ
て
い
る
。
日
蓮

聖
人
滅
後
か
ら
今
日
ま
で
の
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
は
、『
開

目
抄
』
や
『
観
心
本
尊
抄
』
等
の
他
の
遺
文
の
注
釈
書
と
比
較

し
て
も
、
あ
き
ら
か
に
多
く
執
筆
さ
れ
て
い
る（
３
）。
こ
れ
は
、
日

蓮
聖
人
が
『
立
正
安
国
論
』
に
説
示
さ
れ
た
精
神
や
、「
諌
暁
」

と
い
う
国
家
権
力
に
立
ち
向
か
う
行
動
、
あ
る
い
は
『
立
正
安

国
論
』
の
予
言
的
側
面
を
、
門
下
が
継
承
し
、『
立
正
安
国
論
』

を
多
面
的
に
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

日
蓮
宗
教
学
史
上
、
近
現
代
の
先
師
に
お
け
る
『
立
正
安
国

論
』
の
受
容
と
展
開
に
視
点
を
あ
て
て
、『
立
正
安
国
論
』
の
注

釈
書
に
着
目
し
、
先
師
の
『
立
正
安
国
論
』
に
対
す
る
姿
勢
や

視
点
を
考
察
し
た
い
と
考
え
た
。
日
蓮
聖
人
が
、『
立
正
安
国

論
』
を
進
覧
し
た
と
い
う
行
為
（
諌
暁
活
動
）
の
精
神
が
、
い

か
に
し
て
受
容・

継
承
さ
れ
て
き
た
か
。
あ
る
い
は
、『
立
正
安

国
論
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る
思
想
や
教
義
が
、
い
か
に
し
て
展

開
さ
れ
て
き
た
の
か
。
こ
れ
ら
を
、
注
釈
書
か
ら
確
認
す
る
た

め
の
前
提
作
業
と
し
て
、
本
稿
で
は
先
師
の
学
恩
に
あ
ず
か
り
、

今
後
の
研
究
発
展
の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
目
録
の
作
成
を
試
み

た
い
。

二
、日
蓮
聖
人
遺
文
に
み
る『
立
正
安
国
論
』に
関
す
る
記
述

　

近
現
代
に
お
け
る
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
を
整
理
す
る
に

先
立
ち
、
日
蓮
聖
人
の
動
向
や
遺
文
か
ら
、『
立
正
安
国
論
』
に

関
連
す
る
事
項
を
確
認
し
た
い
。

　
『
立
正
安
国
論
』
は
、「
災
害
告
発
」 ・ 「
災
害
対
治
」 ・ 「
万
民

救
済
」
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
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て
「
立
正
安
国
」
の
精
神
を
貫
い
た
。
左
の
表
に
お
け
る
遺
文

の
引
用
に
つ
い
て
は
、「
立
正
安
国
論
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

該
当
箇
所
を
列
記
し
た
。
今
日
の
日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
に
お
い

て
は
、
真
蹟
現
存・

真
蹟
曾
存・

直
弟
子
写
本
の
遺
文
を
用
い

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
に
お
い
て
引
用
す
る

遺
文
は
、
真
蹟
の
有
無
を
問
わ
ず
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺

文
』（
以
下
、『
昭
和
定
本
』
と
略
記
す
る
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
真
蹟
完
存・

曾
存・

断
片
現
存・

断
簡
現
存・

写
本
現
存
の

す
べ
て
を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、（　

）
内
の
頁
と
遺
文
の
系
年

は
、『
昭
和
定
本
』
に
依
る
。

【
日
蓮
聖
人
遺
文
に
み
る
『
立
正
安
国
論
』
に
関
す
る
記
述
の
一
覧
】

年
月
日

内　
　

容

所　

蔵

文
応
元
年

七
月
一
六
日

『
立
正
安
国
論
』
進
覧

中
山
法
華
経
寺

文
永
五
年

『
安
国
論
副
状
』

若
無ﾝ ン
ハ

ｲ

御
対
治ｱ

者
為ﾝ ニｲ

他
国ﾝ ノｱ
可ﾝ キﾚ
被ﾚ

破ﾝ ラｲ

此
国ﾝ ヺｱ

悪
瑞
之
由
勘
文
一
通
撰ﾝ シﾚ

之ﾝ ヺ

号ﾝ シｲ

立
正
安
国
論ﾝ トｱ

正
元
二
年

太
歳
庚
申
七
月
十
六
日
令ｸ

付ﾝ テｲ

宿
屋
入
道ﾝ ニｱ
故
最
明
寺
入
道
殿ﾝ ニ

進ｷ

覧
之ｶ

（
四
二
一
頁
）

身
延
山
久
遠
寺

（
曾
存
）

文
永
五
年

四
月
五
日

『
安
国
論
御
勘
由
来
』

日
蓮
見ﾝ テｲ

世
間ﾝ ノ

体ﾝ ヺｱ

粗
勘ﾝ ル
ニ

ｲ

一
切
経ﾝ ヺｱ

御
祈
請
無ﾝ クﾚ
験ﾝ シ

還ﾝ テ

増ｲ

長ﾝ ス
ル

凶
悪ﾝ ヺｱ

之
由　

道
理
文
証
得ﾚ

之ﾝ ヺ

了ﾝ ン
ヌ

。
終ﾝ ニ

無ﾝ クﾚ

止ﾝ ム
コ
ト

造ﾝ リｲ

作ﾝ シ

勘
文
一
通ﾝ ヺｱ

其
名ﾝ ヺ

号ﾝ スｲ

立
正
安
国
論ﾝ トｱ
。
文
応
元
年
庚申
七
月
十
六
日
辰時
付ﾝ シｲ

屋
戸
野
入
道ﾝ ニｱ

奏ｲ 

進ﾝ シ
テ

古
最
明
寺
入
道
殿ﾝ ニｱ

了ﾝ ン
ヌ

。（
四
二
一
～
四
二
二
頁
）

中
山
法
華
経
寺
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文
永
五
年

八
月
二
一
日

『
宿
屋
入
道
許
御
状
』

抑
去
正
嘉
元
年
丁巳
八
月
二
十
三
日
戍
亥ﾝ ノ

刻ﾝ ノ

大
地
震　

日
蓮
引ﾝ テｲ

諸
経ﾝ ヺｱ

勘ﾝ フ
ル
ニ

ﾚ

之ﾝ ヺ

念
仏
宗ﾝ ト

与ﾝ ヺｲ

禅
宗
等ｱ

有ﾝ ル
カ

ｲ

御

帰
依ｱ

之
故ﾝ ニ

日
本
守
護ﾝ ノ

諸
大
善
神
作ﾝ シ
テ

ｲ

瞋
恚ﾝ ヺｱ

所ﾝ ノﾚ

起ﾝ ス

災
也
。
若
無ﾝ ン
ハ

ｲ

此
対
治ｱ

者
為ﾝ ニｲ

他
国ﾝ ノｱ

可ﾝ キﾚ

被ﾚ

破ﾝ ラｲ

此

国ﾝ ヺｱ

之
由　

勘
文
一
通
撰ﾝ シﾚ

之　

正
元
二
年
庚申
七
月
十
六
日
奉ﾝ テﾚ

付ﾝ シｲ

御
辺ﾝ ニｱ

故
最
明
寺
入
道
殿ﾝ ヘ

進ｲ

覧ﾝ セ
リ

之ﾝ ヺｱ

。

（
四
二
四
頁
）

日
朝
写
本

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
北
条
時
宗
書
』

抑
正
月
十
八
日　

西
戎
大
蒙
古
国ﾝ ノ

牒
状
到
来ﾝ ス
ト
。
日
蓮
先
年
集ﾝ メｲ

諸
経ﾝ ノ

要
文ﾝ ヺｱ

勘ﾝ ヘ
タ
ル
コ
ト

ﾚ

之ﾝ ヺ

如ﾝ クｲ

立
正
安
国
論ﾝ ノｱ

少ﾝ シ
モ

不ﾚ
違ﾝ ハ

普
合ﾝ シ
ヌ

。
当ﾝ レ
リ

ｲ

日
蓮ﾝ ハ

聖
人ﾝ ノ

一
分ﾝ ニｱ

。
知ﾝ ル
カ

ｲ

未
萠ﾝ ヺｱ

故
也
。（
四
二
六
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
宿
屋
入
道
書
』

就ﾝ テｲ

先
年
勘ﾝ ヘ
タ
ル
之
書
安
国
論ﾝ ニ

普
合ﾝ セ
ル
ニ

ｱ

令ﾝ メｲ

言
上ﾝ セｱ

候
畢ﾝ ン
ヌ
。（
四
二
七
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
平
左
衛
門
尉
頼
綱
書
』

抑ﾝ モ

先
年
日
蓮
如ﾝ クｲ

立
正
安
国
論ﾝ ニ

勘ﾝ ヘ
タ
ル
カ

ﾅ

之ﾝ ヺ

少ﾝ モ

不ﾚ

違ﾝ ハ

令ﾝ ムｲ

普
合ﾝ セｱ

。（
四
二
八
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
北
条
弥
源
太
書
』

抑
蒙
古
国
牒
状
到
来ﾝ ノ

事　

上ﾝ ミ

自ﾝ リｲ
一
人ｱ
下ﾝ モ

至ﾝ マ
テ

ｲ

万
民ﾝ ニｱ

驚
動
無ﾝ シﾚ

極ﾝ リ

。
雖ﾝ モﾚ

然ﾝ ト

何ﾝ ノ

故ﾝ ナ
ル
コ
ト人

未ﾝ タﾚ

知ﾝ ラﾚ

之ﾝ ヺ

。
日
蓮

兼ﾝ テ

而
令ﾝ ム
ル

ｲ

存
知ﾝ セｱ

之
間
既ﾝ ニ

造ﾝ テｲ

一
論ﾝ ヺｱ

而
進ｲ
覧ﾝ セ
リ

之ﾝ ヺｱ

。（
四
二
九
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
建
長
寺
道
隆
書
』

爰ﾝ ニ

日
蓮
去ﾝ ヌ
ル

文
応
元
年
之
比
勘ﾝ ヘ
タ
ル

之
書ﾝ ヺ

名ﾝ ケｲ

立
正
安
国
論ﾝ トｱ

以ﾝ テｲ

宿
屋
入
道ﾝ ヺｱ

奉ﾝ リ
ヌ

ｲ

故
最
明
寺
殿ﾝ ニｱ

。（
四
三
〇

頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
極
楽
寺
良
観
書
』

日
蓮
去
文
応
元
年
之
比
勘ﾝ へ

申ﾝ セ
シ
如ﾝ クｲ

立
正
安
国
論ﾝ ノｱ

毫
末
計ﾝ リ
モ
不ﾚ
相ｲ
違ﾝ セ

之ﾝ ニｱ

候
。（
四
三
二
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）
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文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
大
仏
殿
別
当
書
』

日
蓮
兼ﾝ ネ
テ
而
勘ﾝ ヘ

申ﾝ セ
シ
立
正
安
国
論ﾝ ニ

少ﾝ シ
モ
不ｲ

相
違ﾝ セｱ

。（
四
三
三
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
寿
福
寺
書
』

然ﾝ レ
ハ
者
先
年
日
蓮ﾝ カ

如ﾝ クｲ

勘ﾝ ヘ
シ
書ﾝ ノ

立
正
安
国
論ﾝ ノｱ

令ﾝ ムｲ

普
合ﾝ セｱ

。（
四
三
三
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
浄
光
明
寺
書
』

此ﾝ ノ

事　

先
年
如ﾝ クｸ

勘ﾝ ヘｲ

立
正
安
国
論ﾝ ニｱ

申ﾝ セ
シ

ｶ

少ﾝ モ

不ﾚ

令ﾝ メｲ

相
違ﾝ セｱ

。（
四
三
四
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
多
宝
寺
書
』

日
蓮
奉ﾝ タ
ル

ｲ
故
最
明
寺
殿ﾝ ニｱ

之
書　

立
正
安
国
論
御
披
見
候ﾝ カ

乎
。（
四
三
五
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
五
年

一
〇
月
一
一
日

『
与
長
楽
寺
書
』

既ﾝ ニ

日
蓮
如ﾝ クﾚ

勘ﾝ タ
ル
カ

ｲ
立
正
安
国
論ﾝ ニｱ

令ﾝ ムｲ

普
合ﾝ セｱ

。（
四
三
六
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
六
年

一
二
月
八
日

『
立
正
安
国
論
』（『
昭
和
定
本
』
二
〇
九
～
二
二
六
頁
）
執
筆

『
安
国
論
奥
書
』

文
応
元
年
太
歳
庚
申
勘ﾝ フﾚ

之ﾝ ヺ

。
正
嘉
自ﾚ

始ﾝ メﾚ
之ﾝ ヺ

文
応
元
年ﾝ ニ

勘ﾝ ヘ

畢ﾝ ル

。
去ﾝ ル

見ﾝ テｲ

正
嘉
元
年
太
歳
丁
巳
八
月
廿
三
日
戌
亥
之
尅ﾝ ノ

大

地
震ﾝ ヺｱ

勘ﾝ フﾚ

之ﾝ ヺ

。
其
後
以ﾝ テｲ

文
応
元
年
太
歳
庚
申
七
月
十
六
日ﾝ ヺｱ

付ﾝ テｲ

宿
谷
禅
門ﾝ ニｱ

奉ﾝ レ
リ

ｲ

故
最
明
寺
入
道
殿ﾝ ニｱ

。（
四
四

二
～
四
四
三
頁
）

中
山
法
華
経
寺

文
永
六
年

『
法
門
可
被
申
様
之
事
』

日
本
国
に
は
日
蓮
一
人
計ﾝ リ

こ
そ
、
世
間
・
出
世
正
直
の
者
に
て
は
候
へ
。
其
故
は
故
最
明
寺
入
道
に
向

て
、
禅
宗
は
天
魔
の
そ
い
（
所
為
）
な
る
べ
し
。
の
ち
に
勘
文
も
て
こ
れ
を
つ
げ
し
ら
し
む
。
日
本
国

の
皆
人
無
間
地
獄
に
堕ﾝ ツ

べ
し
。
こ
れ
ほ
ど
有ﾝ ル

事
を
正
直
に
申ﾝ ス

も
の
は
、
先
代
に
も
あ
り
が
た
く
こ
そ
。

こ
れ
を
も
つ
て
推
察
あ
る
べ
し
。（
四
五
五
頁
）

中
山
法
華
経
寺
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文
永
六
年

『
故
最
明
寺
入
道
見
参
御
書
』

日
本
国
中
為ﾝ ニ

令ﾝ ムﾚ

捨ﾝ テｲ

舊
寺ﾝ ノ

御
皈
依ﾝ ヺｱ

為ﾝ タ
ル

ｲ

天
魔ﾝ ノ

所
為ｱ

之
由　

故
最
明
寺
入
道
殿ﾝ ニ

見
参
之
時
申ﾝ スﾚ

之ﾝ ヺ

。
又
立

正
安
国
論
挙ﾚ

之ﾝ ヺ

。（
四
五
六
頁
）

能
登
滝
谷
妙
成
寺

文
永
八
年

九
月
一
二
日

松
葉
ヶ
谷
で
捕
ら
え
ら
れ
る
（
龍
口
法
難
）【「
三
度
の
高
名
」
の
二
度
目
】

文
永
一
〇
年

八
月
三
日

『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』

如ﾝ ク
ナ
ラ
ハ

ｲ
経
文ﾝ ノｱ

者
流ｲ

罪ﾝ ス
ル
ハ日

蓮ﾝ ヺｱ

国
土
滅
亡ﾝ ノ

先
兆
也
。
其
上
御
勘
気
已
前ﾝ ニ

其
由
勘ﾝ ヘｲ

出ﾝ ス

之ﾝ ヺｱ

。
所
謂
立
正
安
国

論
是
也
。
誰ﾝ カ

疑ﾝ ハ
ン

ﾚ

之ﾝ ヺ

。
以ﾝ テﾚ

之ﾝ ヺ

為ﾝ スﾚ

歎ﾝ ト

。（
七
四
七
頁
）

重
須
本
門
寺
（
日

興
写
本
）

文
永
一
〇
年

『
呵
責
謗
法
滅
罪
抄
』

正
嘉
の
大
地
震
等
の
事
は
、
去
る
文
応
元
年
太
歳
庚
申
七
月
十
六
日
宿
屋
の
入
道
に
付
て
、
故
最
明
寺
入
道
殿

へ
所ﾝ ノﾚ

奉ﾝ ル

勘
文ﾝ ノ

立
正
安
国
論
に
は
、
法
然
が
選
択
に
付
て
日
本
国
の
仏
法
を
失
ふ
故
に
、
天
地
瞋
を
な

し
、
自
界
叛
逆
難
と
他
国
侵
逼
難
起
る
べ
し
と
勘
へ
た
り
。（
七
八
六
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

文
永
一
一
年

四
月
八
日

平
左
衛
門
尉
頼
綱
に
対
面
【「
三
度
の
高
名
」
の
三
度
目
】

文
永
一
一
年

一
二
月
一
五
日

『
顕
立
正
意
抄
』

日
蓮
去
正
嘉
元
年
太
歳
丁
巳
八
月
二
十
三
日
見ﾝ テｲ
大
地
震ﾝ ヺｱ
勘ﾝ ヘｲ

定ﾝ メ
テ之ﾝ ヺｱ

書
立
正
安
国
論ﾝ ニ

云ﾝ ク

薬
師
経ﾝ ノ

七
難ﾝ ノ

内
五
難
忽ﾝ チ
ニ

起ﾝ テ

二
難
猶
残ﾝ レ
リ

。
所
以
他
国
侵
逼
難
・
自
界
叛
逆
難
也
。（
八
四
〇
頁
）

岡
宮
光
長
寺
（
日

春
写
本
）

建
治
元
年

四
月

建
治
元
年

『
法
蓮
抄
』

抑ﾝ モ

正
嘉
の
大
地
震
・
文
永
の
大
彗
星
を
見
て
、
自
他
の
叛
逆
我
朝
に
法
華
経
を
失ﾝ フ

故
と
し
ら
せ
給ﾝ フ

ゆ
へ

如
何
。（
中
略
）
当ﾝ ニﾚ

知ﾝ ル

、
自ﾝ リﾚ

是
大
事
な
る
事
の
一
閻
浮
提
の
内
に
出
現
す
べ
き
な
り
と
勘ﾝ ヘ

て
、
立
正
安

国
論
を
造ﾝ リ

て
最
明
寺
入
道
殿
に
奉
る
。
彼
状ﾝ ニ

云ﾝ ク

、
取詮
此
大
瑞
は
他
国
よ
り
此
国
を
ほ
ろ
ぼ
す
べ
き
先
兆

也
。
禅
宗
・
念
仏
宗
等
が
法
華
経
を
失ﾝ フ

故
也
。（
九
五
四
頁
）

身
延
山
久
遠
寺

（
曾
存
）
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建
治
元
年

『
種
種
御
振
舞
御
書
』

①
去ﾝ ヌ
ル
文
永
五
年
後ﾝ ノ

正
月
十
八
日
、
西
戎
大
蒙
古
国
よ
り
日
本
国
を
を
そ
（
襲
）
う
べ
き
よ
し
牒
状
を
わ

た
す
。
日
蓮
が
去ﾝ ヌ
ル文

応
元
年
太
歳
庚
申
に
勘
ヘ
た
り
し
立
正
安
国
論
す
こ
し
も
た
が
わ
ず
符
合
し
ぬ
。
此
書
は

白
楽
天
が
楽
府
に
も
越
へ
、
仏
の
未
来
記
に
も
を
と
ら
ず
。
末
代
の
不
思
議
な
に
事
か
こ
れ
に
す
ぎ
ん
。

（
九
五
九
頁
）

②
平ﾝ ノ

左
衛
門
既
に
日
本
の
柱
を
た
を
し
ぬ
。
只
今
世
乱ﾝ レ

て
、
そ
れ
と
も
な
く
ゆ
め
（
夢
）
の
如ﾝ ク

に
妄
語

出
来
し
て
、
此
御
一
門
ど
し
う
ち
（
同
士
討
）
し
て
、
後
に
は
他
国
よ
り
せ
め
ら
る
べ
し
。
倒
せ
ば
立

正
安
国
論
に
委
し
き
が
ご
と
し
。（
九
七
六
頁
）

身
延
山
久
遠
寺

（
曾
存
）

建
治
元
年

六
月

『
撰
時
抄
』

去
し
文
応
元
年
太
歳
庚
申
七
月
十
六
日
に
立
正
安
国
論
を
最
明
寺
殿
に
奏
し
た
て
ま
つ
り
し
時
、
宿
谷
の
入
道

に
向ﾝ テ

云ﾝ ク

、
禅
宗
と
念
仏
宗
と
を
失ﾝ ヒ

給ﾝ フ

べ
し
と
申
さ
せ
給
へ
。
こ
の
事
を
御
用ﾝ ヒ

な
き
な
ら
ば
、
此
一
門
よ

り
事
を
こ
り
て
、
他
国
に
せ
め
ら
れ
さ
せ
給ﾝ フ

べ
し
。（
一
〇
五
三
頁
）

玉
澤
妙
法
華
寺
、

他
四
ヶ
所

建
治
元
年

九
月
三
日

『
阿
仏
房
尼
御
前
御
返
事
』

但
し
謗
法
に
至ﾝ ツ

て
浅
深
あ
る
べ
し
。
偽
り
愚
か
に
し
て
せ
め
ざ
る
時
も
あ
る
べ
し
。
真
言
・
天
台
宗
等

は
法
華
誹
謗
の
者
、
い
た
う
呵
責
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
大
智
慧
の
者
な
ら
で
は
日
蓮
が
弘
通
の
法
門
分

別
し
が
た
し
。
然ﾝ ル

間
、
ま
づ
ま
づ
さ
し
を
く
事
あ
る
な
り
。
立
正
安
国
論
の
如
し
。（
一
一
〇
九
頁
）

日
朝
写
本

建
治
二
年

正
月
一
一
日

『
清
澄
寺
大
衆
中
』

正
嘉
・
文
永
の
大
地
震
大
長
星
を
見
て
勘ﾝ ヘ
テ
云ﾝ ク

、
我
朝
に
二ﾝ ツ

の
大
難
あ
る
べ
し
。
所
謂
自
界
叛
逆
難
・
他

国
侵
逼
難
也
。
自
界
は
鎌
倉
に
権
の
大
夫
殿
御
子
孫
ど
し
う
ち
（
同
士
打
）
出
来
す
べ
し
。
他
国
侵
逼

難
は
四
方
よ
り
あ
る
べ
し
。
其
中
に
西
よ
り
つ
よ
く
せ
む
べ
し
。
是
偏
に
仏
法
が
一
国
挙
て
邪ﾝ マ

な
る
ゆ

へ
に
、
梵
天
帝
釈
の
他
国
に
仰ﾝ セ

つ
け
て
せ
め
ら
る
る
な
る
べ
し
。
日
蓮
を
だ
に
用ﾝ ヒ

ぬ
程
な
ら
ば
、
将
門
・

純
友
・
貞
任
・
利
仁
・
田
村
の
や
う
な
る
将
軍
百
千
万
人
あ
り
と
も
叶
ふ
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
ま
こ
と
な

ら
ず
ば
、
真
言
と
念
仏
等
の
僻
見
を
ば
信
ず
べ
し
と
申ﾝ シ

ひ
ろ
め
候
き
。（
一
一
三
四
頁
）

身
延
山
久
遠
寺

（
曾
存
）
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建
治
三
年

六
月

『
下
山
御
消
息
』

天
神
は
眼
を
瞋
し
て
此
国
を
睨
め
、
地
神
は
憤
を
含ﾝ ン

で
身
を
震
ふ
。
長
星
は
一
天
に
覆
ひ
、
地
震
は
四

海
を
動ﾝ カ

す
。
余
此
等
の
災
夭
に
驚ﾝ キ

て
、
ほ
ぼ
内
典
五
千
外
典
三
千
等
を
引ﾝ キ

見ﾝ ル

に
、
先
代
に
も
希
な
る
天

変
地
夭
也
。
然
而
儒
者ﾝ ノ

家
に
は
記
せ
ざ
れ
ば
知ﾝ ル

事
な
し
。
仏
法
は
自
迷
な
れ
ば
こ
ゝ
ろ
へ
ず
。
此
災
夭

は
常
の
政
道
の
相
違
と
世
間
の
壊
誤
よ
り
出
来
せ
る
に
あ
ら
ず
。
定ﾝ メ

て
仏
法
よ
り
事
起
る
か
と
勘
へ
な

し
ぬ
。
先ﾝ ツ

大
地
震
に
付
て
、
去ﾝ ル

正
嘉
元
年
に
書
を
一
巻
注ﾝ シ

た
り
し
を
、
故
最
明
寺
の
入
道
殿
に
奉
る
。

（
一
三
三
〇
頁
）

小
湊
誕
生
寺
、
他

二
九
ヶ
所

建
治
弘
安
の
交

『
立
正
安
国
論
』〈
広
本
〉（『
昭
和
定
本
』
一
四
五
五
～
一
四
七
八
頁
）
執
筆

弘
安
元
年

九
月
六
日

『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』

今
日
本
国
す
で
に
大
謗
法
の
国
と
な
り
て
、
他
国
に
や
ぶ
ら
る
べ
し
と
見
え
た
り
。
此
を
知ﾝ リ

な
が
ら
申

さ
ず
ば
、
縦
ひ
現
在
は
安
穏
な
り
と
も
後
生
に
は
無
間
大
城
に
堕ﾝ ツ

べ
し
。
後
生
を
恐ﾝ レ

て
申ﾝ ス

な
ら
ば
、
流

罪
死
罪
は
一
定
な
り
と
思ﾝ ヒ

定ﾝ メ

て
、
去ﾝ ヌ
ル
文
応
の
比
、
故
最
明
寺
入
道
殿
に
申ﾝ シ

上
ぬ
。（
一
五
六
一
頁
）

日
朝
写
本

弘
安
元
年

九
月

『
本
尊
問
答
抄
』

如ﾝ クﾚ

是ﾝ ノ

仏
法
の
邪
正
乱ﾝ レ

し
か
ば
王
法
も
漸
く
尽ﾝ キ

ぬ
。
結
句
は
此
国
他
国
に
や
ぶ
ら
れ
て
亡
国
と
な
る
べ
き

な
り
。
此
事
日
蓮
独ﾝ リ

勘
へ
知
れ
る
故
に
、
仏
法
の
た
め
王
法
の
た
め
、
諸
経
の
要
文
を
集ﾝ メ

て
一
巻
の
書

を
造
る
。
仍ﾝ テ

故
最
明
寺
入
道
殿
に
奉
る
。
立
正
安
国
論
と
名ﾝ ツ

け
き
。（
一
五
八
二
頁
）

日
興
写
本

弘
安
二
年

一
〇
月

『
瀧
泉
寺
申
状
』

此
條ﾝ ハ

日
弁
等
之
本
師　

日
蓮
聖
人
観ｲ

見ﾝ シ

去ﾝ ヌ
ル
正
嘉
以
来ﾝ ノ

大
仏
星
・
大
地
動
等ﾝ ヺｱ

勘ﾝ ヘ
テ

ｲ

一
切
経ﾝ ヺｱ

云ﾝ ク

当
時
日
本

国
之
為ﾚ

体
執ｲ

著ﾝ シ

権
小ﾝ ニｱ

失ｲ

没ﾝ セ
ル
ノ
実
経ﾝ ヺｱ

之
故ﾝ ニ

当ﾝ ニﾚ

起ﾝ スｲ
前
代
未
有
之
二
難ﾝ ヺｱ

。
所
謂
自
界
叛
逆
難
・
他
国

侵
逼
難
也
。
仍ﾝ テ

思ﾝ ヒｲ

治
国
之
故ﾝ ヺｱ

兼
日
可ﾝ キ
ノ

ﾚ

被ﾝ ルﾚ

対ｲ

治ﾝ セ

彼ﾝ ノ

大
災
難ﾝ ヺｱ

之
由　

去ﾝ ヌ
ル
文
応
年
中
上ｲ

表ﾝ ス

一
巻ﾝ ノ

書ﾝ ヺｱ

号
立
正

安
国
論
。
所ｲ

勘ﾝ ヘ

申ﾝ スｱ

皆
以ﾝ テ

符
合ﾝ ス

。
既ﾝ ニ

同ﾝ シｲ

金
口ﾝ ノ

未
来
記ﾝ ニｱ

。
宛ﾝ モ

如ﾝ シｲ
声ﾝ ト

与ﾝ ノﾅ
響
。（
一
六
七
七
～
一
六
七
八
頁
）

中
山
法
華
経
寺
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弘
安
二
年

一
一
月
三
〇
日

『
中
興
入
道
御
消
息
』

去ﾝ ヌ
ル

正
嘉
年
中
の
大
地
震
、
文
永
元
年
の
大
長
星
の
時
、
内
外
の
智
人
其
故
を
う
ら
な
ひ
（
占
考
）
し
か

ど
も
、
な
に
の
ゆ
へ
い
か
な
る
事
の
出
来
す
べ
し
と
申ﾝ ス

事
を
し
ら
ざ
り
し
に
、
日
蓮
一
切
経
蔵
に
入ﾝ リ

て

勘
へ
た
る
に
、
真
言
・
禅
宗
・
念
仏
・
律
等
の
権
小
の
人
々
を
も
つ
て
法
華
経
を
か
ろ
し
め
た
て
ま
つ

る
故
に
、
梵
天
・
帝
釈
の
御
と
が
め
に
て
、
西
な
る
国
に
仰ﾝ セ

付
て
、
日
本
国
を
せ
む
べ
し
と
か
ん
が
へ

て
、
故
最
明
寺
入
道
殿
に
ま
い
ら
せ
候ﾝ ヒ

き
。（
一
七
一
六
～
一
七
一
七
頁
）

平
賀
本
土
寺
（
写

本
）

弘
安
三
年

一
二
月
一
八
日

『
智
妙
房
御
返
事
』

日
蓮
此
二
十
八
年
が
間
、
今
此
三
界
の
文
を
引
て
此
迷ﾝ ヒ

を
し
め
せ
ば
、
信ﾝ セ

ぜ
ず
ば
さ
て
こ
そ
有
ル
る
べ

き
に
、
い
（
射
）
つ
、
き
（
切
）
つ
、
こ
ろ
し
つ
、
な
が
し
つ
、
を
う
（
逐
）
ゆ
へ
に
、
八
幡
大
菩
薩

宅
を
や
い
て
こ
そ
天
へ
は
の
ぼ
り
給ﾝ ヒ

ぬ
ら
め
。
日
蓮
が
か
ん
が
へ
て
候
し
立
正
安
国
論
此
な
り
。（
一
八

二
七
頁
）

中
山
法
華
経
寺

弘
安
五
年

一
〇
月
七
日

『
波
木
井
殿
御
書
』

浄
土
宗
の
無
間
大
阿
鼻
地
獄
に
堕ﾝ ツ

べ
き
由
、
其
外
余
宗
皆
地
獄
に
可ﾝ キﾚ

堕ﾝ ツ

由
一
一
に
記
し
、
立
正
安
国
論

を
作
り
、
宿
屋
の
禅
門
を
使
と
し
て
奉ﾝ ルﾚ

入ﾝ レｲ

最
明
寺
殿ﾝ ノ

見
参ﾝ ニｱ

。
此
は
生
年
三
十
九
の
文
応
元
年
庚申
歳
也
。

（
一
九
二
六
～
一
九
二
七
頁
）

京
都
本
満
寺
（
写

本
）

弘
安
五
年
七
月

『
法
華
本
門
宗
要
鈔
』
下
巻

文
応
元
年
庚
申
制
作
立
正
安
国
論
一
巻
属
宿
谷
入
道
令
入
最
明
寺
殿
之
見
参
。（
二
一
六
〇
頁
）

三
寶
寺
（
写
本
）

弘
安
五
年

一
〇
月
三
日

『
日
朗
御
譲
状
』

立
正
安
国
論
一
巻　

御
免
状
（
二
一
八
五
頁
）

―
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三
、『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
に
関
す
る
先
行
研
究

　
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
の
研
究
史
に
対
す
る
先
行
研
究
と
し

て
、
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
鈴
木
一
成
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
第
一
巻
（
昭
和
七

年
初
版・

龍
吟
社
）
五
三
～
五
六
頁

　
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
は
、
全
一
八
巻
と
索
引
か
ら
構
成

さ
れ
昭
和
七
～
一
一
年
に
龍
吟
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
会
や
日
本
仏
書
刊
行
会
等
か
ら
再
版
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
に
は
、『
立
正
安
国
論
』、『
安
国
論
御

勘
由
来
』、『
宿
屋
入
道
許
御
状
』、「
十
一
通
御
書
」（『
与
北
条

時
宗
書
』、『
与
宿
屋
左
衛
門
光
則
書
』、『
与
平
左
衛
門
尉
頼
綱

書
』、『
与
北
条
弥
源
太
書
』、『
与
建
長
寺
道
隆
書
』、『
与
極
楽

寺
良
観
書
』、『
与
大
仏
殿
別
当
書
』、『
与
寿
福
寺
書
』、『
与
浄

光
明
寺
書
』、『
与
多
宝
寺
書
』、『
与
長
楽
寺
書
』）、『
弟
子
檀
那

中
御
書
』、『
安
国
論
奥
書
』、『
一
昨
日
御
書
』、『
顕
立
正
意
鈔
』

の
講
義
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
立
正
安
国
論
』
の
注
釈
書
と
し
て
、
六
老
僧
の
一
人
で
あ
る

日
興
が
執
筆
し
た
『
安
国
論
大
意
問
答
』（
正
本
、
富
士
大
石

寺
）
に
は
じ
ま
り
、
玉
牙
院
日
人
が
執
筆
し
た
『
安
国
論
和
註
』

ま
で
、
四
三
点
の
注
釈
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
三
点

の
う
ち
、
近
現
代
に
お
い
て
発
刊
さ
れ
た
注
釈
書
は
、
玉
牙
院

日
人
著
『
安
国
論
和
註
』
の
一
点
の
み
で
あ
り
、
本
稿
に
収
録

し
て
い
る
。

②
北
尾
日
大
著
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
四
巻
（
昭
和

七
年
初
版・

大
輪
閣
）
一
九
～
二
一
頁

　
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
は
、
昭
和
九
～
一
七
年
に
大
輪

閣
よ
り
全
二
九
巻
と
し
て
発
刊
さ
れ
、
そ
の
後
に
復
刻
版
と
し

て
昭
和
六
〇
年
に
ピ
タ
カ
か
ら
全
二
八
巻
と
し
て
発
刊
し
た
。

第
四
巻
に
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
み
の
講
義
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。

　
『
立
正
安
国
論
』
の
注
釈
書
は
、
身
延
山
久
遠
寺
一
一
世
の
行

学
院
日
朝
が
執
筆
し
た
『
立
正
安
国
論
見
聞
』
よ
り
、
清
水
龍

山
が
執
筆
し
た
『
立
正
安
国
論
講
義
』（
昭
和
九
年
初
版・

大
蔵

経
講
座
収
録
）
ま
で
の
三
九
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三

九
点
の
う
ち
、
近
現
代
に
お
け
る
注
釈
書
は
、
谷
海
淑
註
訳
『
立

正
安
国
論
和
註
』
よ
り
、
清
水
龍
山
著
『
立
正
安
国
論
講
義
』

ま
で
の
二
三
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
三
点
に
は
、
影
印

版
遺
文
集
や
真
蹟
対
照
を
目
的
と
し
た
活
字
版
遺
文
集
も
含
ま

れ
て
お
り
、
本
稿
に
は
そ
れ
ら
か
ら
二
一
点
を
収
録
し
て
い
る
。

③
小
松
邦
彰
講
述
「『
立
正
安
国
論
』
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た

か
」（
日
蓮
宗
新
聞
社
編
『
連
続
講
座
記
録
『
立
正
安
国
論
』
を
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い
か
に
読
む
か
』（
平
成
二
〇
年・

日
蓮
宗
東
京
西
部
教
化
セ
ン

タ
ー
）
資
料
二
九
〇
～
二
九
一
頁
収
録
）

　

伊
藤
瑞
叡・

庵
谷
行
亨・

北
川
前
肇・

今
成
元
昭・

小
松
邦

彰・
小
野
文
珖・

中
尾
堯
文
の
七
氏
に
よ
る
講
義
録
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。『
立
正
安
国
論
』
奏
進
七
五
〇
年
を
翌
年
に
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
連
続
講
義
が
企
画
さ
れ
た
。

　

小
松
氏
の
講
義
資
料
に
は
、『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
と
し

て
、
行
学
院
日
朝
が
執
筆
し
、
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）
に

刊
行
さ
れ
た
『
安
国
論
私
抄
』
に
は
じ
ま
り
、
北
川
前
肇・

原

愼
定
編
著
『
傍
訳　

日
蓮
聖
人
御
遺
文　

立
正
安
国
論
』
ま
で

の
二
七
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
七
点
の
う
ち
、
近
現

代
に
お
け
る
注
釈
書
は
、
谷
海
淑
註
訳
『
立
正
安
国
論
和
註
』

よ
り
、
北
川
前
肇・

原
愼
定
編
著
『
傍
訳　

日
蓮
聖
人
御
遺
文　

立
正
安
国
論
』
ま
で
の
一
六
点
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
稿
に
収

録
し
て
い
る
。

④
小
松
邦
彰
稿
「
近
代
日
蓮
教
学
と
『
立
正
安
国
論
』」（
平
成

二
二
年・

『
福
神
』
一
四
号
所
収
）

　

谷
海
淑
註
訳
『
立
正
安
国
論
和
註
』
よ
り
、
佐
藤
弘
夫
訳
注

『
日
蓮
「
立
正
安
国
論
」
全
訳
』
ま
で
の
一
七
点
が
収
録
さ
れ
て

あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
近
現
代
に
発
刊
さ
れ
た
文
献
の
た
め
、

す
べ
て
本
稿
に
て
収
録
し
て
い
る
。

　

管
見
の
限
り
、
三
氏
に
よ
る
四
点
の
先
行
研
究
が
確
認
で
き

た
。四

、
近
現
代
の
日
蓮
宗
教
学
史
に
み
る
『
立
正
安
国
論
』
注

釈
書

　

前
項
に
て
確
認
し
た
先
行
研
究
を
礎
と
し
て
、
近
現
代
に
お

け
る
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
の
目
録
を
作
成
し
、
あ
わ
せ
て

所
在
や
書
誌
的
事
情
の
確
認
作
業
を
お
こ
な
う
。
そ
の
う
え
で
、

今
後
に
進
め
る
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
の
比
較・

検
討
を
す

る
た
め
の
前
提
作
業
と
し
た
い
。

　
【
凡
例
】

・
 

本
編
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
全
文
を
注
釈
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
文
献
を
中
心
に
、『
立
正
安
国
論
』
に
関
連
す
る
文
献

を
集
成
し
た
。
本
編
に
お
い
て
、
漏
れ
た
文
献
に
つ
い
て
は
、

関
係
諸
賢
の
御
教
示
を
得
て
、
将
来
的
に
補
訂
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

・
 

本
編
は
、『
立
正
安
国
論
』
の
全
文
を
注
釈
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
文
献
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
と
思
わ
れ
る
文
献
、

あ
る
い
は
、『
立
正
安
国
論
』
研
究
史
の
考
察
に
お
い
て
必
要

と
判
断
し
た
文
献
を
採
録
し
た
。

・
 

編
著
者
の
表
記
に
つ
い
て
、
同
一
人
物
で
あ
る
も
、
標
題
紙
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と
奥
付
に
相
違
が
あ
る
場
合
、
は
じ
め
に
表
紙
あ
る
い
は
標

題
紙
に
表
記
さ
れ
て
い
る
人
名
を
記
し
、（　

）
内
に
は
奥
付

に
記
さ
れ
て
い
る
編
著
者
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
旧
字
体
を

新
字
体
に
改
め
た
場
合
も
あ
る
。

・
 

出
版
年
は
、
い
ず
れ
も
初
版
の
発
行
年
に
よ
る
。

・
 

本
目
録
に
取
り
上
げ
る
注
釈
書
は
、「
立
正
大
学
蔵
書
検
索

（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）」
お
よ
び
「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」
に
お

い
て
、
確
認
で
き
る
文
献
の
み
と
し
て
、
検
索
機
能
に
お
い

て
該
当
せ
ぬ
文
献
は
含
ま
な
い
こ
と
と
す
る
。

・
 

所
在
は
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
一
二
月
三
一
日
時
点

と
す
る
。

立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
大
崎
図
書
館
）
を
所

在
の
第
一
と
し
て
、
本
稿
で
は
他
の
所
蔵
を
明
記
し
て
い
な

い
が
、
将
来
的
に
は
四
ヶ
所
の
所
在
場
所
を
対
象
と
し
て
、

注
釈
書
所
在
の
有
無
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
 

初
版
本
の
所
蔵
場
所
を
明
記
し
て
い
る
が
、
初
版
が
確
認
で

き
な
い
場
合
は
備
考
欄
に
記
入
し
て
あ
る
版
を
対
象
と
し
た
。

　

所
在
の
記
号

　
　

○
…
… 

立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
大
崎
図
書

館
）
所
蔵
の
注
釈
書

　
　

△
…
… 

立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
図
書

館
）
所
蔵
の
注
釈
書

　
　

☆
…
… 

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
所
蔵
の
注
釈
書

　
　

□
…
… 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
注
釈
書

【
近
現
代
日
蓮
宗
教
学
史
に
み
る
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
の
目
録
】

明
治
期
　
六
点

書　
　

名

編　

著　

者

発
行
年

発
行
社
（
者
）

所
在

備　

考

立
正
安
国
論
和
註
（
和
注
）

谷
海
淑

二
三
～
二
四
年

北
畠
茂
兵
衛

○

全
三
巻

訓
訳
読
本
立
正
安
国
論

田
中
智
学
（
巴
之
助
）
二
七
年

立
正
安
国
会
大
阪
布

教
所

○

立
正
安
国
論
活
用
篇

黒
澤
一
郎

二
八
年

矢
島
嘉
平
次

□
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立
正
安
国
論
宝
鑑

河
合
日
辰

二
九
年

三
倉
文
林
堂

□

立
正
安
国
論
集
註

森
川
寛
行

三
〇
年

森
川
寛
行

□

立
正
安
国

小
笠
原
長
生

四
三
年

天
鼓
社

○

大
正
期
　
一
一
点書　

　

名

編
著
者

発
行
年

発
行
社

所
在

備　

考

立
正
安
国
論
講
義

了
義
日
達

二
年

平
楽
寺
書
店

○

三
版
（
一
〇
年
）

立
正
安
国
論
略
解

柴
田
一
能

四
年

日
月
社

○

立
正
安
国
論
新
釈

長
滝
智
大

五
年

新
潮
社

○

四
版
（
六
年
）

日
蓮
聖
人
聖
訓
要
義　

二
巻

本
多
日
生

八
年

大
鐙
閣

○

意
訳
立
正
安
国
論

田
辺
善
知

一
〇
年

安
国
論
寺

○

原
文
対
照
口
語
訳
日
蓮
聖
人
全
集　

一
巻

清
水
龍
山

一
〇
年

隆
文
館

○

全
七
巻

通
俗
講
話　

立
正
安
国
論　

日
蓮
上
人
の

大
奮
闘

中
村
素
山

一
一
年

心
友
社

○

新
撰
立
正
安
国
論
講
義

北
尾
日
大
（
啓
玉
）

一
一
年

新
光
社

○

立
正
安
国
論
要
解

小
林
一
郎

一
三
年

地
涌
学
会
出
版
部

□

○
・
五
版
（
一
三
年
）

日
蓮
聖
人
遺
文
研
究　

一
巻　

附
録

山
川
智
応
（
伝
之
助
）
一
四
年

天
業
民
報
社

○

立
正
安
国
論
通
釈

田
辺
善
知

一
五
年

平
楽
寺
書
店

○
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昭
和
期
　
四
〇
点書　

　

名

編
著
者

発
行
年

発
行
社

所
在

備　

考

立
正
安
国
論
精
釈

三
谷
六
郎

四
年

弾
正
社

○

立
正
安
国
論
講
要

清
水
龍
山

七
年

清
明
文
庫

○

日
蓮
聖
人
五
大
部
提
要　

立
正
安
国
論

中
川
日
史

七
年

研
文
館

○

三
版
（
八
年
）

日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義　

一
巻

鈴
木
一
成

七
年

龍
吟
社

○

全
一
九
巻

日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義　

四
巻

北
尾
日
大

七
年

大
林
閣

○

全
二
九
巻

日
蓮
聖
人
御
書
五
大
部
提
要　

上
巻

中
川
日
史

七
年

不
明

（
４
）

全
二
巻

○
・
新
組
改
版

（
平
成
二
三
年
）

立
正
安
国
論
講
義

清
水
龍
山

九
年

東
方
書
院

○

日
蓮
主
義
新
講
座

保
坂
智
宇

九
年
～
一
〇
年

師
子
王
文
庫

○

全
一
二
巻
［
連
載
］

日
蓮
上
人
遺
文
大
講
座　

一
巻

小
林
一
郎

一
一
年

平
凡
社

○

全
一
二
巻

立
正
安
国
論

田
中
謙
周（
５
）

一
一
年

日
蓮
宗
布
教
助
成
会

□

立
正
安
国
論
要
解

五
十
嵐
要
諦

一
一
年

高
崎
八
品
講

□

日
蓮
主
義
大
講
座

保
坂
智
宇

一
一
年

ア
ト
リ
エ
社

○

全
一
二
巻
［
連
載
］

国
訳
一
切
経　

諸
宗
部
二
十
五

岩
野
真
雄
（
茂
田
井
教

亨
訳
）

一
四
年

大
東
出
版
社

○

全
二
五
五
巻
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立
正
安
国
論
講
義

北
尾
日
大

一
六
年

平
楽
寺
書
店

□

立
正
安
国
論
と
教
育

小
林
一
郎

一
七
年

小
学
館

○

立
正
安
国
論
通
釈

小
林
一
郎

一
七
年

慈
念
会

□

立
正
安
国
論
の
文
体
の
研
究

田
中
喜
久
三

一
七
年

平
楽
寺
書
店

○

日
蓮
大
聖
人
御
書
十
大
部
講
義　

一
巻

戸
田
城
聖

二
九
年

創
価
学
会

□

○
・
再
版
（
三
六
年
）

現
代
語
訳　

立
正
安
国
論

星
野
武
男

三
四
年

真
世
界
社

○

古
典
日
本
文
学
全
集
15　

仏
教
文
学
集

堀
一
郎

三
六
年

筑
摩
書
房

○

全
三
六
巻

日
蓮
聖
人
御
遺
文　

六
大
部
疏

井
上
清
純

三
九
年

誠
文
堂
新
光
社

○

日
本
古
典
文
学
大
系
82　

親
鸞
集
・
日
蓮

集

兜
木
正
亨
・
新
間
進
一

三
九
年

岩
波
書
店

○

全
一
〇
〇
巻

日
蓮
聖
人
御
真
蹟　

立
正
安
国
論　

訓
読

解
説

日
蓮
聖
人
遺
文
研
究

会

四
〇
年

日
本
仏
書
刊
行
会

○

日
蓮
大
聖
人
御
書
十
大
部
講
義　

一
巻

池
田
大
作

四
一
年

創
価
学
会

○

予
言
者
の
仏
教　

立
正
安
国
論

田
村
芳
朗

四
二
年

筑
摩
書
房

○

日
蓮
聖
人
遺
文
講
座　

五
巻

田
中
応
舟

四
三
年

本
聖
堂

○

全
一
〇
巻（
６
）

日
本
の
名
著
８　

日
蓮

紀
野
一
義

四
五
年

中
央
公
論
社

△

全
五
〇
巻

立
正
安
国
論

創
価
学
会
教
学
部

四
六
年

聖
教
新
聞
社

□

日
本
の
古
典
12　

親
鸞
・
道
元
・
日
蓮

木
下
順
二

四
八
年

河
出
書
房
新
社

□

全
二
五
巻
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日
蓮　

立
正
安
国
論　

付
観
心
本
尊
抄

田
村
完
誓

四
八
年

徳
間
書
店

○

立
正
安
国
論
文
段

創
価
学
会
教
学
部

四
九
年

聖
教
新
聞
社

□

古
典
を
訳
す

木
下
順
二

五
三
年

福
音
館
書
店

○

立
正
安
国
論
講
義

池
田
大
作

五
三
～
五
四
年

聖
教
新
聞
社

□

全
五
巻

日
蓮
と
『
立
正
安
国
論
』

佐
々
木
馨

五
四
年

評
論
社

☆

少
年
版
日
蓮
大
聖
人
御
書　

立
正
安
国
論

創
価
学
会
教
学
部

五
六
年

聖
教
新
聞
社

□

立
正
安
国
論
講
話
解
説
書

茂
田
井
教
亨

五
九
年

法
経
教
育
開
発

○

戸
田
城
聖
全
集　

五
巻

戸
田
城
聖

六
〇
年

聖
教
新
聞
社

□

御
真
筆
対
照　

立
正
安
国
論

京
都
日
蓮
宗
青
年
会

六
二
年

京
都
日
蓮
宗
青
年
会

○

立
正
安
国
論
謹
講

浅
井
昭
衛

六
三
年

日
蓮
正
宗
顕
正
会

□

日
本
の
仏
典
９　

日
蓮

渡
辺
宝
陽
・
小
松
邦
彰

六
三
年

筑
摩
書
房

○

全
一
〇
巻

平
成
期
　
二
七
点書　

　

名

編
著
者

発
行
年

発
行
社

所
在

備　

考

立
正
安
国
論
を
現
代
に
読
む

伊
藤
瑞
叡

元
年

展
転
社

○

池
田
大
作
全
集　

25
・
26

池
田
大
作

元
～
二
年

聖
教
新
聞
社

□

全
一
四
九
巻

立
正
安
国
論
総
釈

山
川
智
応

二
年

浄
妙
全
書
刊
行
会

○

日
蓮
聖
人
全
集　

一
巻

小
松
邦
彰

四
年

春
秋
社

○

全
七
巻
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大
乗
仏
典
24　

日
蓮

藤
井
学

五
年

中
央
公
論
社

○

藤
井
日
達
全
集　

一
巻　

立
正
安
国
論

藤
井
日
達

六
年

隆
文
館

○

全
一
〇
巻

立
正
安
国
論
に
聞
く

北
川
前
肇

七
年

本
門
法
華
宗
学
院

○

『
立
正
安
国
論
』
入
門

関
戸
堯
海

七
年

山
喜
房
仏
書
林

○

日
蓮
立
正
安
国
論
ほ
か

紀
野
一
義

一
三
年

中
央
公
論
新
社

○

立
正
安
国
論

齋
藤
信
雄

一
四
年

ま
ど
か
出
版

○

傍
註　

立
正
安
国
論
通
解

河
村
孝
照　

一
五
年

山
喜
房
仏
書
林

○

や
さ
し
い
現
代
語
訳
立
正
安
国
論

田
中
日
常

一
五
年

国
書
刊
行
会

○

傍
訳　

日
蓮
聖
人
御
遺
文　

立
正
安
国
論

北
川
前
肇
・
原
愼
定

一
六
年

四
季
社

○

現
代
に
『
立
正
安
国
論
』
を
読
む

㓛
刀
貞
如

一
七
年

知
人
館

○

読
み
解
く
『
立
正
安
国
論
』

中
尾
堯

二
〇
年

臨
川
書
店

○

『
立
正
安
国
論
』
を
い
か
に
読
む
か

日
蓮
宗
新
聞
社

二
〇
年

日
蓮
宗
東
京
西
部
教

化
セ
ン
タ
ー

○

日
蓮
「
立
正
安
国
論
」
全
訳
注

佐
藤
弘
夫

二
〇
年

講
談
社

○

『
立
正
安
国
論
』
転
読
会
ノ
ー
ト

日
蓮
宗
東
京
都
南
部

布
教
師
会

二
〇
年

日
蓮
宗
東
京
都
南
部

布
教
師
会

○

『
立
正
安
国
論
』
を
読
む

北
川
前
肇

二
一
年

日
蓮
宗
新
聞
社

○

名
句
で
読
む
『
立
正
安
国
論
』

中
尾
堯　

二
一
年

日
蓮
宗
新
聞
社

○
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「
立
正
安
国
論
」
に
つ
い
て

福
島
正
堯

二
一
年

大
阪
日
蓮
宗
青
年
会

○

御
真
蹟
対
照　

立
正
安
国
論　

並
御
指
南

抄

菅
野
道
渉

二
一
年

大
日
蓮
出
版

○

立
正
安
国
論
拝
考

後
城
良
謙

二
一
年

後
藤
良
謙

□

今
日
の
『
立
正
安
国
論
』
を
考
え
る

𠩤
井
慈
鳳

二
一
年

法
華
宗
（
本
門
流
）

妙
泉
寺

□

日
蓮
「
立
正
安
国
論
」「
開
目
抄
」

小
松
邦
彰

二
二
年

角
川
学
芸
出
版

☆

立
正
安
国
論
ノ
ー
ト

京
都
日
蓮
宗
青
年
会

二
二
年

東
方
出
版

○

日
蓮
が
語
る
現
代
の
「
立
正
安
国
論
」

大
川
隆
法

二
四
年

幸
福
の
科
学
出
版

□

　

管
見
の
限
り
で
、
明
治
期
に
六
点
、
大
正
期
に
一
一
点
、
昭

和
期
に
四
〇
点
、
平
成
期
に
二
七
点
、
あ
わ
せ
て
八
四
点
の
注

釈
書
お
よ
び
関
連
の
文
献
が
確
認
で
き
た
。
先
に
も
述
べ
た
と

お
り
、
日
蓮
宗
教
学
史
に
お
い
て
は
、
数
多
く
の
『
立
正
安
国

論
』
注
釈
書
が
執
筆・

発
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
文
学
」
や

「
古
典
」
と
い
う
分
野
か
ら
も
、
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
編
著
者
の
立
場
が
日
蓮
聖
人

門
下
の
僧
俗
に
限
定
さ
れ
ず
、
幅
広
く
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　

本
編
の
調
査
中
、
先
に
挙
げ
た
先
行
研
究
か
ら
発
刊
が
明
ら

か
で
あ
る
も
、
目
録
作
成
の
過
程
に
お
い
て
原
本
を
筆
者
未
見

と
の
理
由
か
ら
本
稿
所
収
の
目
録
か
ら
は
割
愛
し
、
次
に
列
記

す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

①
藤
井
行
勝
『
立
正
安
国
論
要
旨（
７
）』

　

②
長
橋
啓
禎
『
稽
首
立
正
安
国
論（
８
）』

　

こ
れ
ら
を
再
調
査
す
る
と
共
に
、
更
に
幅
広
い
視
点
か
ら
『
立

正
安
国
論
』
の
注
釈
書
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

五
、
む
す
び
に

　

本
稿
で
は
、
近
現
代
の
日
蓮
宗
教
学
史
に
お
け
る
『
立
正
安
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国
論
』
注
釈
書
の
所
在
確
認
と
目
録
の
作
成
に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
進
め
る
注
釈
書
の
比
較
や
検
討
を
す
る
前

提
と
し
て
、
必
要
な
作
業
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
ふ
ま
え
て
、
近
現
代
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
門
下
が
、『
立
正
安

国
論
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
ま
た
展
開
し
た
か
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、『
立
正
安
国
論
』
研
究
史

に
対
す
る
一
側
面
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
本
稿
で
は
、
注
釈
書
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
同
様
の

方
法
を
用
い
て
、『
立
正
安
国
論
』
に
関
す
る
研
究
論
文・

記

事・

講
義
録
等
の
目
録
も
作
成
し
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註（
１
）『
昭
和
定
本
』
四
四
二
頁

（
２
）『
昭
和
定
本
』
二
〇
九
頁

（
３
）
北
尾
日
大
著
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
四
巻
（
一
九

頁
）
に
、「
本
書
の
註
釈
書
は
遺
文
全
集
中
一
番
多
く
、
著
書
論

文
無
慮
百
に
達
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。

（
４
）「
立
正
大
学
蔵
書
検
索
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）」 ・ 「
国
立
国
会
図
書
館

サ
ー
チ
」
で
検
索
し
た
が
、
該
当
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
５
）「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」
で
は
、
著
述
者
の
名
称
に
よ
る

検
索
で
は
該
当
せ
ぬ
も
、
奥
付
の
確
認
に
よ
っ
て
執
筆
者
の
判

断
で
著
者
を
書
き
加
え
た
。

（
６
）
六
巻
に
、
全
一
〇
巻
と
の
表
記
が
あ
る
が
、
今
回
は
七
巻
ま

で
確
認
で
き
た
。

（
７
）
北
尾
日
大
著
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
四
巻
に
所
収

の
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
右
同

（
附
記
）

　

本
稿
所
収
の
『
立
正
安
国
論
』
注
釈
書
の
目
録
を
作
成
す
る
に
あ

た
っ
て
、
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
大
崎
学
術
情
報
サ
ー

ビ
ス
課・

水
上
裕
子
氏
よ
り
御
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
。
ま
た
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
に
も
、
種
々
の
御
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
末
筆
な
が
ら
、
関
係
各
位
に
対
し
て
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。


